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これを実現するためには、

①採算面の妥当性

②品質と安定供給の確保

③暖房効果等の機能性

を検証することが必要

実証実証実証実証

実験実験実験実験

県有林の間伐材を利用して原木搬出実験、木質ペレット県有林の間伐材を利用して原木搬出実験、木質ペレット県有林の間伐材を利用して原木搬出実験、木質ペレット県有林の間伐材を利用して原木搬出実験、木質ペレットの製造の製造の製造の製造

実験実験実験実験、熱利用実験を実施し、データを、熱利用実験を実施し、データを、熱利用実験を実施し、データを、熱利用実験を実施し、データを公表公表公表公表（H25から取り組みスタート）

目的 今まで使われていない間伐材を木質

バイオマスエネルギーとして有効活用

ﾍﾟﾚｯﾄﾎﾞｲﾗｰ

搬出

１．木質バイオマス実証実験について１．木質バイオマス実証実験について１．木質バイオマス実証実験について１．木質バイオマス実証実験について
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ﾍﾟﾚｯﾄｽﾄｰﾌﾞ

１－１ 実証実験の背景



木質バイオマスの種類木質バイオマスの種類木質バイオマスの種類木質バイオマスの種類 薪薪薪薪 チップチップチップチップ ペレットペレットペレットペレット

形･大きさ 大 大～極小 小小小小

含水率 中 低い～高い 低い低い低い低い

体積 中 大 小小小小

カロリー 低い 低い～高い 高い高い高い高い

バラツキ 中 大きい 小さい小さい小さい小さい

価格 安い～中 安い 高い

用途 ボイラー、ストーブ ボイラー ボイラー、ストーブ

扱いやすさ（自動運転） △ △～○ ◎◎◎◎

バラツキの大きい木片をほぼ均一に加工するペレットであれば

ストーブ等の小型設備にも燃料の自動供給が可能

→ 広く普及させるため製造実験対象をペレットとする
4

木質バイオマスの種類と特徴



理由：ペレットの市場流通価格は４０～５５円/kg（林野庁等資料）で推移しており、ペレットの

物流販売コスト（約１０円/kg（高知県資料））を考慮し採算の取れる製造原価にするため

①ペレット製造コスト３０円①ペレット製造コスト３０円①ペレット製造コスト３０円①ペレット製造コスト３０円/kg以下以下以下以下 ※※※※
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※今回の実証実験では、製造量及び製造期間が限られていることや、

小型移動式ペレタイザーをレンタル利用することなどから、製造コ

ストの算定において、人件費は現地雇用者のみとして県職員は含め

ないこととする。またペレット製造機械設備についてはランニング

コストのみ考慮することとする。

②ペレットの品質は「日本木質ペレット協会」基準②ペレットの品質は「日本木質ペレット協会」基準②ペレットの品質は「日本木質ペレット協会」基準②ペレットの品質は「日本木質ペレット協会」基準を充足を充足を充足を充足

③暖房効果等の機能性の検証③暖房効果等の機能性の検証③暖房効果等の機能性の検証③暖房効果等の機能性の検証

・現行設備と比較してランニングコストと経済性が同等以上

・利用者が満足できる機能性の具備

項目：含水率、灰分、微粉率、発熱量など

１－２ 実証実験の目標
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H25

実実実実

証証証証

実実実実

験験験験

結結結結

果果果果

かかかか

らららら

見見見見

ええええ

てててて

きききき

たたたた

課課課課

題題題題

等等等等

原木搬出実験原木搬出実験原木搬出実験原木搬出実験 木質ペレット製造実験木質ペレット製造実験木質ペレット製造実験木質ペレット製造実験 熱利用実験熱利用実験熱利用実験熱利用実験

・県内の林道・作業道の幅が狭

く、グラップルとトラックによる積

込み・運搬では非効率

・15m以内のウインチ集材は有

効

・県有林からの搬出のみではコ

スト的にも限界があるため、原

木集材の多様化を図る必要が

ある。

・原料木材調達量 ４９ｔ４９ｔ４９ｔ４９ｔ

・H25搬出効率 8.6t/8.6t/8.6t/8.6t/日日日日

・ペレット成形前のチップ形状

が安定せずペレタイザーが詰

まり、非効率であった。

・ペレット成形前のチップ乾燥

状態が安定せず、一部ペレッ

トの品質低下を招いた。

・木粉が飛散し、製造環境の

悪化と非効率化を招いた。

・生チップの天然乾燥が効率

的でないため、他の方法を試

みる必要がある。

・ペレット製造量 20202020ｔｔｔｔ

・H25製造効率 100kg/100kg/100kg/100kg/時間時間時間時間

・県施設でのｽﾄｰ

ﾌﾞの設置(21台)

・県施設での農業

用ボイラーの設置

（１台）

・ストーブ及びボ

イラーで暖房効果

やペレット使用量

を検証

・ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄでは

石油ｽﾄｰﾌﾞに比べ

95円/日、重油ﾎﾞ

ｲﾗｰに比べ6万円

/年 有利

ペレット製造コストペレット製造コストペレット製造コストペレット製造コスト ４０円４０円４０円４０円/kg（（（（H25実績）実績）実績）実績）

２２２２. H26. H26. H26. H26実証実験計画について実証実験計画について実証実験計画について実証実験計画について
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２－１ H26実証実験計画の概要



H26

実実実実

証証証証

実実実実

験験験験

のののの

ポポポポ

イイイイ

ンンンン

トトトト

原木搬出実験原木搬出実験原木搬出実験原木搬出実験 木質ペレット製造実験木質ペレット製造実験木質ペレット製造実験木質ペレット製造実験 熱利用実験熱利用実験熱利用実験熱利用実験

・グラップル付きトラックによる搬

出実験の実施。（汎用型グラッ

プル付きトラックは10ｔ車しかな

いため、井光県有林の道幅の

広い林道で使用。）

・奈良型木材搬出機械の開発

(本県の林道・作業道において

も少人数で機能的に作業が行

えるグラップル付きトラック（3t

ﾍﾞｰｽ）を開発）

・ウインチ集材の径級別搬出経

費の検証

・調達方法の多様化を図るため、

御杖村と連携した地域住民から

の直接買い取りの実施

・原料木材調達量目標 72727272ｔｔｔｔ

・H26搬出効率目標 12.0t/12.0t/12.0t/12.0t/日日日日

・ペレット製造工程の一部見

直し（二次破砕、一時貯留、

集塵などの機能追加）による

製造実験の実施

・乾燥工程の効率化に向けて

短尺丸太段階における天然

乾燥実験の実施。

・ペレット製造量目標

30303030ｔｔｔｔ

・H26製造効率目標

130kg/130kg/130kg/130kg/時間時間時間時間

・ストーブの追加

設置(14台)

・ボイラーの追加

設置(１台)

・データ蓄積のた

め、ストーブ及び

ボイラーでの暖房

効果やペレット利

用量の継続実験

の実施

ペレット製造コストペレット製造コストペレット製造コストペレット製造コスト ３０円３０円３０円３０円/kg以下が可能か検証以下が可能か検証以下が可能か検証以下が可能か検証
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２－２ H26実証実験計画の内容

①県有林からの原木搬出実験

１）時期 ８～１１月

２）場所 川上村（井光県有林）

３）実施体制 ２名１組体制（業務委託トラック２台２名）

４）実施内容 作業道沿いに集積された間伐材の積み込み（グラップル付き１０ｔトラック使用）

→１０ｔトラックで搬送→荷下ろし 原料木材搬出計画量52ｔ

５）奈良型木材搬出機械の開発・導入

森林所有者、素材生産者、機械メーカー、学識者等からなる検討会議を開催し、奈良型作業道

で利用可能かつ少人数で効率的な作業ができる機械の仕様を検討する。

②ウインチ集材実験

１）時期 ８～１１月

２）場所 川上村（井光県有林）

３）実施体制 ２名１組体制（県職員）

４）実施内容 伐採された間伐材を末口直径４cm以上、１２cm以上、１６cm以上の条件でウインチ集材して
末口直径別作業工程の検討を実施（作業道から１５ｍ以内の間伐材を集材）

③地域住民からのモデル買取実験

１）時期 ９～１１月

２）場所 御杖村

３）実施体制 １名（県職員 受け取り確認のみ）

４）実施内容 調達方法の多様化を図る観点から、御杖村や御杖村森林組合と連携して御杖村内で地域住民

より地域振興券（１ｔ当たり6000円）で直接木材を集めるモデル買取りを実施。 買取計画量20ｔ

（１）原木搬出実験
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間伐木などを

道端へ集積

グラップルで

トラックへ積込

トラック運搬

荷下ろし

（ペレット工場）

①県有林からの原木搬出実験

③地域住民からのモデル買取実験

（物品購入）

支援（補助金）　 ⑪請求

御　杖　村 奈　良　県

⑫支払い

　　

　　 ⑤引換券 ③’納材

②商品券代支払い 　⑥商品券 ③納材　　　 ①事前調整

森林所有者 （指定土場）

　　　　 　⑦商品 ④引換券支給

⑩商品券  　⑧商品券

商　工　会 商　　　店

⑨現金

御杖村森組

原木搬出実験のフロー

②ウインチ集材実験

切り捨て間伐

木の造材

ウインチ集材 道端へ集積
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①木質ペレット製造実験

１）時期 ９～１１月

２）場所 御杖村神末地内

３）実施体制 ３名１組体制（県職員１名+現地雇用２名）
４）実施内容 原料木材を短尺（40cm程度）に切り、チッパーでチップ化→生チップの人工

乾燥→二次破砕→一時貯留 → ペレタイザーで成形→袋詰めの実施

（集塵した木粉もペレット原料として利用）

②原木の簡易な天然乾燥実験

１）時期 １１～２月

２）場所 奈良県森林技術センター（高取町吉備）の敷地内

３）実施体制 ２名１組体制（県職員２名）

４）実施内容 原木丸太を長さ３段階（２０cm、４０cm、２５０cm）に加工したもの及び薪加工

したものについて、約３ヶ月間の天然乾燥実験を実施

（２）木質ペレット製造実験
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集積された

原木を玉切り

（L＝約40cm）

チッパーで

一次破砕

（50mm以下）

乾燥

二次破砕機で

細かく破砕

（10mm以下）

ペレタイザー

でペレットに

加工

篩い機でペ

レットの粉を

除去

カップホルダーで

フレコンバッグへ

投入、必要に応じ

て20kg紙袋へ詰

め替え

熱利用施設

へ配送

①①①① ②②②② ③③③③ ④④④④

⑧⑧⑧⑧ ⑦⑦⑦⑦ ⑥⑥⑥⑥ ⑤⑤⑤⑤

⑨⑨⑨⑨

H25年はペレタイザーの詰まり等により、安定した効率的な製造ができな

かった。このため、H26年では次のような製造ラインの改善を行った。

・重い原木を乗せるチッパー台の設置

・ペレタイザーの負荷を軽減する④二次破砕機の設置

・労働環境を改善する集塵装置の設置

・乾燥チップの⑤一時貯留装置の設置

以上の製造ラインの改善により効率化を目指す

木質ペレット製造実験の工程フロー

一時貯留装置



１）時期 H26年１２月～H27年３月

２）場所

・ペレットボイラー利用

果樹・薬草研究センター １基（H25設置）、 三郷町１基（H26設置）
・ペレットストーブ利用

五條土木事務所３台、南部農林振興事務所４台、森林技術センター６台、畜産技術センター３台、

高原農業振興センター２台、アニマルパーク振興室１台、

天川村１台、野迫川村１台 計２１台（H25設置）
県庁舎２台、北部庁舎１台、橿原庁舎５台、宇陀庁舎1台、農業研究開発センター２台
三郷町１台、御杖村１台、黒滝村１台 計１４台（H26設置）

３）実施体制 施設管理者が計測

４）実施内容 ペレットストーブ等の稼働時間や木質ペレット使用量を計測し、石油系燃料使用時

とのランニングコストの比較実験の実施（メンテナンス等の検証を含む）
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（３）熱利用実験



（１）原木搬出実験

①県有林からの原木搬出実験

１）実験結果

・原木搬出実験

作業道沿いに集積された間伐材の搬出 ９６ｔ

（原料木材72ｔ、乾燥用燃料木材10ｔ、次年度使用分14ｔ）

１日当たり搬出量（生データ）

川上村井光～御杖村神末（運搬距離65km）２８．７ｔ/日

（ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ積込み、10ｔ車×２台１組×５往復）

H25年実績 ８．６ ｔ/日

・奈良型搬出機械の開発

森林所有者、素材生産者、機械メーカー、学識者等からなる検討会議を立ち上げ、川上村の

奈良型作業道でトラック走行の検討や、グラップル積載時の転倒角度検証など専門的な検討を

行い、３ｔ車ベースのグラップル付きトラックの仕様を決定。H27年3月納車。

２）考察

H26年実証実験では汎用の大型グラップル付きトラック（10ｔ車）を使用したが、幅員の広い
林道沿いの利用に限られるため、H27年は新たに開発導入した奈良型搬出機械による搬
出実験により道幅の狭い作業道での検証を行う。

H26作業効率（１日当たり搬出量） １９．０ｔ/日

３－1  実証実験の結果
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３．Ｈ２６実証実験結果について３．Ｈ２６実証実験結果について３．Ｈ２６実証実験結果について３．Ｈ２６実証実験結果について

川上村～御杖村65km、10ｔトラック運搬を

計画搬出距離20km、3ｔトラックに換算し

積み込みロス等を考慮して算出

基本仕様 ：高床４WD、車幅1.90ｍ以内、ﾎｲｰﾙﾍﾞｰｽ2.8m以内、荷台補強、荷台への3m材
積載、グラップル架装など



②ウインチ集材実験

１）実験結果

・伐採された間伐材をチェンソーで枝払い、

玉切りし、ウインチ集材した結果、末口直

径４cm以上の集材では１６cm以上集材に

に比べ作業効率が１／２以下となる。

２）考察

・間伐した木材をできるだけ利用する観点と

作業効率から判断して、小径材の搬出は末

口直径12cm以上に留めることが適切。この

場合でも間伐木の利用率は97％となる。

③地域住民からのモデル買取

１）実験結果

・地元御杖村や御杖村森林組合と連携して

地域振興券(１ｔ当たり6000円)による原料木

材２０ｔの直接買取を実施。

２）考察

・調達方法の多様化を図る観点から、地元住

民からの直接買取も有効な手段である。た

だし、取り組みを広めるためには、１ｔ当たり

6000円程度での買い取りが必要と考えられ

るため、地域振興などの目的のもと、地元

市町村と連携して実施することが必要。

15H26 御杖村と連携した地域振興券

１／２以下

※利用率とは１本の立木のうち搬出する材積割合



H25 汎用グラップルによる積み込み

H26 汎用のグラップル付きトラック（１０ｔ積み）

による積み込みは幅員の広い林道のみ作業可能

H２７年３月導入 奈良型林業機械（2.55ｔ積み）

奈良県の狭い作業道（幅2.5ｍ）にも対応できる林業機械

として、H27年度に搬出実験予定

H25 小型トラック（３ｔ積み）運送

幅員の狭い作業道でも作業可能 16

H２５年実験
H２６年実験

原木搬出実験の様子（県有林からの搬出）



１）実験結果

ペレット製造実績 38ｔ

H25年 １時間当たり製造量100kg
１時間当たり製造量130kg
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２）考察

・チップ乾燥後の二次破砕と一時貯留により、形状と水分率の均一なチップ製造ができ、

ペレタイザーの詰まりが少なくなり効率的な製造ができた。

・チッパー投入口が高いため、作業台を設置し労働強度の軽減を図った。

・強力な集塵装置により粉塵飛散を予防し労働環境の改善を図った。

・集塵した木粉もペレット原料として再利用し、製造の効率化を図った。

・生チップの人工乾燥用燃料として乾いた薪が必要となるため、あらかじめ近隣の製材所

等から乾燥した薪を調達することで効率化を図った。

・完成したペレットの袋詰め作業には、製造したペレットを冷却する時間や作業スペースが

必要なことから、袋詰め作業を製造現場でない場所（奈良県森林技術センター）で実施し

非効率となった。

・製造した木質ペレットは、品質基準を満足するものであった。

（２）木質ペレット製造実験

①木質ペレット製造実験



①玉切り丸太

③チップ乾燥機サイクロン⑧カップエレベー

ターで袋詰め

④２次破

砕機 チッパー作業台集塵機

⑤貯留タンク

赤字：H26改良

左：スギ、右：ヒノキ 左：2次破砕後、右：1次破砕後
ペレット
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②材料製造用

チッパー

⑦篩い機

⑥ペレタイ

ザー

木質ペレット製造実験の様子



② 原木の簡易な天然乾燥実験

１） 実験結果

含水率６０％までの乾燥期間（冬期）

薪： ３０日間

長さ20cm丸太： ４５日間

長さ４0cm丸太： ７５日間以上

長さ250ｃm丸太： ほとんど乾燥しない

２）考察

・チップ原木の丸太を含水率６０％まで乾燥さ

せるには、手間のかかる薪加工でも３０日間

を要することや、切断、敷並べ、搬出に相当

の手間を要することから天然乾燥工程を加え

ることは現実的ではないと考えられる。

・乾燥した原料木材の調達として、製材端材や

集成材工場の木屑などの利用も併せて検討

していくことが効率的である。
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（３） 熱利用実験

①実験結果

＜ペレットストーブ＞

・燃料消費量：ペレットストーブ運転１時間当たり約1.0kg

＜ペレットボイラー＞

・給湯用ペレットボイラーについては、２月から稼働し現在検証中である

が、製造業者からのデータによると年間の重油使用量50,000ℓに対し

ペレット燃料使用量は１００トンとなる見込み。

・H25設置の農業用ボイラーは、年間の重油使用量3200ℓに対し、ペレッ

ト燃料使用量６トンとなった。

②考察

＜ペレットストーブ＞

・輻射熱もあるため部屋全体を効率的に暖房できる。

・燃料についての経済比較では石油とほぼ同等となった。

灯油５ℓ／日（410円）－ペレット９kg／日（405円）＝5円/日

（灯油82円/ℓ、ペレット45円/kgで試算）

・生産したペレットの微粉がやや多く、運転中に燃料供給できなく

なることがあったため、袋詰め前の篩いは必要である。

＜ペレットボイラー＞

・農業用ハウスでは、重油ボイラーと比較して燃料費も約１万円

有利で温度変化も少なく植物（柿）の生育に適している。

（A重油86円／ℓで試算）

H26年設置 ペレットストーブ
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・石油ボイラーに比べ温度変化が小さい

・導入実績 H26年１基（町施設）

H25年１基（県施設）

ペレットボイラー（給湯用）

（H26年１台設置）

最大出力熱量：２５０，０００kcal/h

設置費(設置配管工事費込)：約２４，０００千円

ペレットストーブ （H26年１４台設置）

ボイラー本体

最大出力最大出力最大出力最大出力 7.0kW7.0kW7.0kW7.0kW ～～～～ 13.1kW13.1kW13.1kW13.1kW暖房面積暖房面積暖房面積暖房面積 29292929畳畳畳畳 ～～～～ 46464646畳畳畳畳事業費事業費事業費事業費((((設置工事込み設置工事込み設置工事込み設置工事込み)))) 約約約約500500500500千円千円千円千円 ～～～～ 約約約約900900900900千円千円千円千円
事例１ 事例２

・輻射熱もあり部屋全体を効率的に暖房

・導入実績 H26年14台（県11台+町村3台）

H25年21台（県19台+町村2台）
21

熱利用実験に使用した燃焼機器熱利用実験に使用した燃焼機器熱利用実験に使用した燃焼機器熱利用実験に使用した燃焼機器



①採算面の妥当性①採算面の妥当性①採算面の妥当性①採算面の妥当性

ペレット製造コスト H25実績 ４０円／kg → H26実績 ３０円／kg

・ペレット製造にかかる技術はほぼ確立できたと考えられる。

・ただし、採算性の確保については、原料木材の安定調達が必要であり、原木搬出や多様

な木材調達等にかかるH27年実証実験により更に実現性を高める必要がある。

②品質の確保②品質の確保②品質の確保②品質の確保

ペレットは品質基準「日本木質ペレット協会」を満たす

・含水率8.8％（10％以下）、灰分0.47％（0.5％以下）、微粉率0.5％（１％以下）【H25実証実験データ】

・ただし微粉率が高い場合、燃焼不良を起こすため、袋詰め前の篩いが重要

③暖房効果等の機能性③暖房効果等の機能性③暖房効果等の機能性③暖房効果等の機能性

ペレットストーブ ・輻射熱のため石油ストーブに比べより効果的に部屋全体を暖房できる

・炎が見えて落ちつけるとの声が多い

ペレットボイラー ・温室内の温度変化が少ないので植物の成長によい

・ペレット(45円/kg)の熱利用ランニングコストは灯油（82円/ℓ）とほぼ同等、A重油（86円/ℓ）

より有利

※石油価格がH25年より約20％安くなり、価格面でペレットの優位性が少なくなった。

・ ペレットストーブの初期の設備投資（一般家庭用ストーブで設置費込み40～50万円）が

石油ストーブに比べ高価である。
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３－２ 総括



①木質バイオマスエネルギー利活用検討会議の運営①木質バイオマスエネルギー利活用検討会議の運営①木質バイオマスエネルギー利活用検討会議の運営①木質バイオマスエネルギー利活用検討会議の運営

・参加団体：木質バイオマスに関心の高い市町村、民間企業、NPO団体、庁内関係課など

・ 開催回数：４回 （６月、８月、１０月、１２月）

・ 参加者：延べ１３１人

・ 会議内容：木質バイオマス関連事業に対する国の支援制度説明

専門家によるバイオマスエネルギーや循環型社会の構築に向けた勉強会

県のペレット製造の実証実験現場の現地見学及び意見交換

先進事例として京都市の木質ペレット工場「森の力」を視察及び意見交換 など

②ペレット製造技術の②ペレット製造技術の②ペレット製造技術の②ペレット製造技術のOJTOJTOJTOJT研修研修研修研修

・参加団体：十津川村、天川村

・研修内容：ペレット製造ノウハウや機械の分解整備 など

・見学者受入：ペレット製造現場で、約３０人の見学者へ説明

③木質バイオマス利活用フォーラム③木質バイオマス利活用フォーラム③木質バイオマス利活用フォーラム③木質バイオマス利活用フォーラム

・参加者数：２５０人（市町村、森林組合、民間企業、NPO団体、一般県民 など）

・ 開催場所：橿原市（奈良県橿原文化会館）

・フォーラム内容：県の木質バイオマス実証実験データの報告

東京農業大学の宮林教授の基調講演

県内・県外で木質バイオマスの取組事例の報告やパネラーによる意見交換 など

・参加者の感想：「木質バイオマスの利用が身近なものになっている」などの感想が多く寄せられた
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４４４４ 木質バイオマス利活用拡大に向けた取り組みについて木質バイオマス利活用拡大に向けた取り組みについて木質バイオマス利活用拡大に向けた取り組みについて木質バイオマス利活用拡大に向けた取り組みについて

木質ペレット製造の採算性確保には、県内で１０００ｔ/年のペレット需要量確保の必要性

があるため、県実証実験結果の発信や各種の普及PR活動を引き続き行うこととする。
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・関係市町村と検討会議の開催 ・京都市ペレット工場視察実施

・市町村職員などの製造OJT研修実施 ・木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利活用ﾌｫｰﾗﾑ開催

木質バイオマス利用拡大に向けた取り組みの様子



①原料木材安定調達とコスト低減に向けた取り組みを推進①原料木材安定調達とコスト低減に向けた取り組みを推進①原料木材安定調達とコスト低減に向けた取り組みを推進①原料木材安定調達とコスト低減に向けた取り組みを推進

・奈良型搬出機械を使った原木搬出コスト検証・奈良型搬出機械を使った原木搬出コスト検証・奈良型搬出機械を使った原木搬出コスト検証・奈良型搬出機械を使った原木搬出コスト検証

・製材端材など多様な原料木材調達の実施・製材端材など多様な原料木材調達の実施・製材端材など多様な原料木材調達の実施・製材端材など多様な原料木材調達の実施

・地域住民からの原料木材買取の取り組みを拡大・地域住民からの原料木材買取の取り組みを拡大・地域住民からの原料木材買取の取り組みを拡大・地域住民からの原料木材買取の取り組みを拡大

②木質ペレット製造技術の民間移管を進め安定供給体制を構築②木質ペレット製造技術の民間移管を進め安定供給体制を構築②木質ペレット製造技術の民間移管を進め安定供給体制を構築②木質ペレット製造技術の民間移管を進め安定供給体制を構築

・ペレット製造ノウハウが蓄積されたことから、・ペレット製造ノウハウが蓄積されたことから、・ペレット製造ノウハウが蓄積されたことから、・ペレット製造ノウハウが蓄積されたことから、H27H27H27H27年度から民間への年度から民間への年度から民間への年度から民間への

製造業務委託を実施製造業務委託を実施製造業務委託を実施製造業務委託を実施

・製造を希望する民間事業者への製造研修の実施・製造を希望する民間事業者への製造研修の実施・製造を希望する民間事業者への製造研修の実施・製造を希望する民間事業者への製造研修の実施

③木質ペレット利用機器・設備の普及・拡大の取り組みを推進③木質ペレット利用機器・設備の普及・拡大の取り組みを推進③木質ペレット利用機器・設備の普及・拡大の取り組みを推進③木質ペレット利用機器・設備の普及・拡大の取り組みを推進

・給湯用ボイラーやペレットストーブの普及･拡大に向けた・給湯用ボイラーやペレットストーブの普及･拡大に向けた・給湯用ボイラーやペレットストーブの普及･拡大に向けた・給湯用ボイラーやペレットストーブの普及･拡大に向けたPRPRPRPRの積極実施の積極実施の積極実施の積極実施

及び導入支援及び導入支援及び導入支援及び導入支援

・県内でのペレット消費量の拡大・県内でのペレット消費量の拡大・県内でのペレット消費量の拡大・県内でのペレット消費量の拡大 目標目標目標目標1,0001,0001,0001,000ｔ／年以上ｔ／年以上ｔ／年以上ｔ／年以上
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５５５５ 木質バイオマス実証木質バイオマス実証木質バイオマス実証木質バイオマス実証実験の今後の取り組みについての今後の取り組みについての今後の取り組みについての今後の取り組みについて

本県では、これまで吉野材に代表されるように高級建築材を選んで搬出する林業が中心で

あったが、今後は根本の太い部分から先端の細い部分まで全てを出して多用途に利用するこ

とが求められており、この一環として木質バイオマスの利活用は重要な課題となっている。

このため、県では以下の方針のもと木質バイオマス実証実験を今後も進め、採算性と需給バラ

ンスのとれた地産地消型の木質バイオマス利活用モデルの構築を目指す。


